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お
知
ら
せ

十
二
月
四
日
〜
十
日
は
人
権
週
間
で
す

　
「
人
権
」
と
い
う
と
、
難
し
く
考
え
ら
れ
が

ち
で
す
が
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
差
別

を
し
た
り
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
幸
わ

せ
に
暮
ら
す
た
め
の
大
切
な
権
利
で
す
。

　
「
人
権
週
間
」
は
、
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ

ん
が
人
権
に
対
す
る
正
し
い
確
識
を
養
い
、

人
権
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
再
確
認
す
る

た
め
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
互
い
の
違
い
を
認
め
、
お
互
い
の
苦
し

み
を
理
解
し
、
そ
の
個
性
を
尊
重
し
合
う
こ

と
で
、
問
題
の
多
く
は
解
決
で
き
る
は
ず
で

す
。

　

自
分
に
と
っ
て
、
一
番
身
近
な
問
題
か
ら

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
や
家
族
の
き

ず
な
を
い
か
に
未
来
へ
つ
な
げ
て
問
題
解
決

す
る
か
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
相
談
内
容

を
よ
く
聞
い
た
上
で
、
当
事
者
双
方
の
関
係

を
断
ち
切
ら
な
い
よ
う
、
専
門
窓
口
を
紹
介

す
る
な
ど
の
助
言
を
し
ま
す
。

　

よ
ろ
ず
相
談
の
つ
も
り
で
、
悩
み
や
困
り

事
相
談
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
役
場
で
も
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
人
権
擁
護
委
員
が
、
毎
月
第
二
火
曜
日

に
、
家
庭
内
や
隣
人
と
の
も
め
ご
と
、
借
地
、

借
家
、
相
続
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
委
員
の
自
宅
で
も
随
時
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
と
人
と
の

絆
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

人
権
擁
護
委
員
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○
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

○
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮
し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害
は
止
め
よ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う

○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う

葉
山
町
人
権
擁
護
委
員

横
田
昌
和
（
上
山
口
一
四
〇
七
）

　

�
八
七
八－

七
七
七
七

吉
田
昌
子
（
長
柄
七
〇
二－

十
八
）

　

�
八
七
五－

四
三
一
一

伊
東　

清
（
木
古
庭
五
〇
一
）

　

�
八
七
八－

七
八
五
一

鈴
木
照
子
（
下
山
口
一
〇
八
八
）

　

�
八
七
五－

一
三
三
八

本
多
清
法
（
一
色
二
一
五
四
）

　

�
八
七
五－

三
五
三
一

中
村
欣
司
（
堀
内
八
〇
四－

一
〇
六
）

　

�
八
七
五－

一
六
一
六

問
合
せ　

町
民
課　

内
線
二
一
三
・
二
一
四

　

十
二
月
十
四
日
（
火
）
十
三
時
三
〇
分

〜
十
六
時
三
〇
分
ま
で
人
権
特
設
相
談
を

役
場
で
開
催
し
ま
す
。
同
時
に
行
う
行
政

相
談
で
は
国
の
業
務
（
年
金
、
郵
政
な
ど
）

に
関
し
て
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
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広
報
は
や
ま

月
号

１２

瑞
宝
双
光
章

山
崎　

時
彦
さ
ん

平
成
十
六
年
秋
の
叙
勲
が
十
一
月
三
日
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

葉
山
で
は
二
人
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

秋
の
叙
勲
・
褒
章

『
あ
い
さ
つ
』は

心
の
窓
を
開
く
鍵

朝
は
、
元
気
に

　
　
　
　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

地
域
の
中
で
は

　
　
　
　
「
こ
ん
に
ち
は
」

帰
り
道
で
は

　
　
　
　
「
お
か
え
り
な
さ
い
」「
さ
よ
う
な
ら
」

お
世
話
に
な
っ
た
ら

　
　
　
　
「
あ
り
が
と
う
」

夜
、
寝
る
前
に
は

　
　
　
　
「
お
や
す
み
な
さ
い
」

　

こ
ん
な
「
あ
い
さ
つ
」
が
交
わ
さ
れ
、
心
と
心
が
つ
な
が
っ
て
、
明
る
い
家
庭
・
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
、
町
内
の
小
中
学
校
で
は
、
様
々
な
形
で
「
あ
い
さ
つ
の
励
行
」
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

十
二
月
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、
児
童
・
生
徒
の
登
下
校
時
を
中
心

に
「
あ
い
さ
つ
の
励
行
」
を
展
開
し
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
も
「
子
ど
も
た
ち
と
の
あ
い
さ

つ
」
に
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

葉
山
町
青
少
年
問
題
協
議
会

　

元
海
上
自
衛
官
。
護
衛
艦
科
長
運
用
長
等

歴
任
。
災
害
派
遣
、
監
視
業
務
、
派
米
訓
練

等
海
上
防
衛
に
従
事
。
術
科
技
能
の
向
上
育

成
指
導
。
現
在
私
立
中
学
高
等
学
校
に
勤

務
。
危
険
業
務
従
事
者
と
し
て
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

　

自
衛
隊
富
山
地
方
連
絡
部
長
。
陸
上
自
衛

隊
少
年
工
科
学
校
教
育
部
長
、
副
校
長
を
歴

任
し
、
隊
友
会
、
機
関
紙
の
編
集
長
。
防
衛

功
労
で
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
小
綬
章

守
屋　
　

保
さ
ん



７

お
知
ら
せ

「
火
は
消
し
た
？

い
つ
も
心
に

き
い
て
み
て
」

あ
っ
！
地
震
�

地
震
か
ら
あ
な
た
と

家
族
を
守
る
心
得　

　

も
う
一
度
、
自
分
の
家
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

一
、
ま
ず
、
身
を
守
り
す
ば
や
く
火
の
始
末

�
テ
ー
ブ
ル
の
下
な
ど
に
も
ぐ
り
込
む
。

�
激
し
い
揺
れ
で
動
け
な
い
と
き
は
手
近
な

座
布
団
な
ど
で
頭
の
保
護
を
。

�
火
が
出
た
ら
す
ば
や
く
消
火
。
天
井
に
燃

え
移
る
前
な
ら
ば
初
期
消
火
が
可
能
で
す
。

�「
我
が
家
か
ら
絶
対
に
火
事
は
出
さ
な
い
」

と
い
う
固
い
気
持
ち
を
。

二
、
脱
出
口
の
確
保

�
揺
れ
が
大
き
い
と
ド
ア
が
変
形
し
て
開
か

な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

�
揺
れ
の
合
間
を
み
て
ド
ア
や
窓
を
開
け
逃

げ
口
を
確
保
。

三
、
余
震
に
注
意

�
大
き
な
地
震
の
後
に
は
余
震
が
発
生
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
倒
れ
か
か
っ
た
家
具

や
屋
外
で
は
窓
ガ
ラ
ス
な
ど
の
落
下
物
に

注
意
。

四
、
正
確
な
情
報
を
聞
く

�
改
め
て
家
族
や
同
居
人
の
安
全
を
確
認
。

　

で
き
れ
ば
隣
近
所
に
も
声
を
か
け
て
。
ま

た
、
デ
マ
に
ま
ど
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
、

ラ
ジ
オ
な
ど
で
正
し
い
情
報
を
入
手
す

る
。

　

寒
さ
が
厳
し
く
な
り
、
空
気
が
乾
燥
す
る

時
期
を
迎
え
、
火
を
使
う
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
。

　

何
か
と
忙
し
く
慌
た
だ
し
さ
か
ら
、
気
の

ゆ
る
み
に
よ
り
火
気
の
取
り
扱
い
が
、
お
ろ

そ
か
に
な
り
が
ち
と
な
り
ま
す
。

　

火
災
が
発
生
し
ま
す
と
、
尊
い
命
や
財
産

が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
防
火
意
識
を
高

め
火
災
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、

期
間
中
に
消
防
職
員
と
消
防
団
員
が
町
内
を

広
報
車
・
消
防
自
動
車
な
ど
で
巡
回
し
火
災

特
別
警
戒
を
行
い
ま
す
。

消
防
本
部
・
消
防
署
・
消
防
団

◆
家
具
の
転
倒
防
止

�
家
具
を
壁
に
密
着
さ
せ
固
定
す
る
。

�
転
倒
防
止
器
具
は
大
き
さ
に
合
わ
せ
た
も

の
で
取
り
付
け
る
。

�
寝
る
場
所
や
お
年
寄
り
が
い
る
場
所
に
は
、

で
き
る
だ
け
家
具
な
ど
を
置
か
な
い
。

◆
落
下
物
の
整
理
点
検

�
重
い
物
は
高
い
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
。

�
照
明
器
具
・
エ
ア
コ
ン
・
絵
画
・
額
縁
な

ど
は
落
下
防
止
策
を
す
る
。

�
観
音
開
き
戸
に
は
止
め
金
を
つ
け
る
。

�
棚
に
は
、
物
が
飛
び
出
さ
な
い
よ
う
に
、

さ
ん
�

�

や
滑
り
止
め
を
つ
け
る
。

�
食
器
棚
や
窓
ガ
ラ
ス
に
は
飛
散
防
止
フ
ィ

ル
ム
を
貼
る
。

�
瓦
、
外
壁
タ
イ
ル
な
ど
の
点
検
、
補
修
を

す
る
。

◆
家
の
ま
わ
り

�
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
な
ど
は
、
倒
れ

な
い
よ
う
に
補
強
し
、
周
囲
に
は
物
を
置

か
な
い
。

�
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
定
期
的
に
点
検
し
必
要
に

応
じ
て
撤
去
、
改
修
を
す
る
。

�
木
造
住
宅
は
耐
震
チ
ェ
ッ
ク
し
、
必
要
に

応
じ
て
耐
震
補
強
を
す
る
。

十
二
月
二
五
日
〜
十
二
月
三
一
日

歳
末
火
災
特
別
警
戒

家
具
・
家
屋
類
等
の

転
倒
倒
壊
対
策

非
常
時
に
備
え
て
の

持
ち
出
し
品

�
非
常
食
（
最
低
三
日
分
）
水
を
使
わ
な
く

て
も
食
べ
ら
れ
る
も
の
が
便
利
で
す
。

�
飲
料
水（
最
低
三
日
分
）一
人
一
日
三
リ
ッ

ト
ル
が
目
安
で
す
。

�
燃
料　

卓
上
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、
固
形
燃

料
な
ど
。

�
ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
防
災
ず
き
ん
）
避
難
時
に

落
下
物
か
ら
頭
部
を
保
護
し
ま
す
。

�
携
帯
ラ
ジ
オ
・
懐
中
電
灯
（
予
備
電
池
を

忘
れ
ず
に
）
災
害
時
に
は
正
確
な
情
報
が

不
可
欠
で
す
。

�
貴
重
品　

現
金
（
硬
貨
も
あ
る
と
便
利
）、

通
帳
類
、
証
券
類
、
身
分
証
明
書
、
健
康

保
険
証
、
印
鑑
な
ど
。

�
衣
類　

下
着
、
上
着
、
靴
下
、
ハ
ン
カ
チ
、

タ
オ
ル
な
ど
。

�
生
活
用
品　

ラ
イ
タ
ー
、
軍
手
、
紙
皿
、

紙
コ
ッ
プ
、
ナ
イ
フ
、
缶
切
り
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
。

�
救
急
医
薬
品　

ば
ん
そ
う
こ
う
、ガ
ー
ゼ
、

包
帯
、
消
毒
薬
、
解
熱
剤
、
胃
腸
薬
、
風

邪
薬
、（
持
病
の
あ
る
人
は
常
備
薬
）な
ど
。

ＮＴＴ災害用
伝言ダイヤル
　災害時には、災害

地区の電話番号を媒

体とした伝言サービ

スが設定されます。

　録音・再生ともに、

１７１に電話した後に

電話番号を登録（利

用ガイダンスに従っ

てください）。
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　地域振興の一環として昨年から葉山

産の夏みかんを原料としたワインを開

発しました。今年は「葉山ロイヤルワ

イン」と商標登録し、本格的に販売す

ることになり、発表会を開催します。

当日はワインの試飲コーナーと販売

コーナーが併設されます。夏みかんワ

インは苦味がなく、甘すぎないすっき

りとした味わいが特徴です。

日時　１２月２３日（火・祝）

　１０時～１２時

場所　葉山しおさい公園　車寄せ前広場

　葉山しおさい公園は、無料開放日です。

問合せ　産業振興課「葉山ロイヤルワ

イン委員会事務局」�内線３７２～３７４

葉山町制施行80周年記念
葉山ロイヤルワイン発表会
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葉山ロイヤルワイン限定販売

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
（
Ｕ
Ｈ
Ｆ
）、
ラ
ジ

オ
（
Ｆ
Ｍ
）、
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
、
自
宅
で
学
習
で
き
る

正
規
の
大
学
で
す
。

　

十
五
歳
以
上
で
あ
れ
ば
誰
で
も
学
部
の
選

科
・
科
目
履
修
生
と
し
て
、
十
八
歳
以
上
で

あ
れ
ば
誰
で
も
大
学
院
の
修
士
選
科
生
・
修

士
科
目
生
と
し
て
、
十
八
歳
以
上
で
大
学
入

学
資
格
が
あ
れ
ば
学
部
の
全
科
履
修
生
と
し

て
入
学
で
き
ま
す
。

　

一
科
目
だ
け
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◎
学
部

　

全
科
履
修
生（
大
学
卒
業
を
め
ざ
す
学
生
）

　

選
科
履
修
生（
一
年
間
在
学
す
る
学
生
）

　

科
目
履
修
生（
一
学
期
間
在
学
す
る
学
生
）

◎
大
学
院

　

修
士
選
科
生（
一
年
間
在
学
す
る
学
生
）

　

修
士
科
目
生（
一
学
期
間
在
学
す
る
学
生
）

募
集
要
項
配
布　

十
一
月
十
五
日（
月
）〜

出
願
受
付　

十
二
月
十
五
日（
水
）〜
二
月
二

八
日（
月
）

入
学
金　

六
千
円
〜
二
万
二
千
円

授
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　温暖な気候と豊かな自然に恵まれた、葉山で太陽の光をたっぷり浴びた夏

みかんは、酸味のしっかりした昔懐かしい味がします。「葉山ロイヤルワイ

ン」は、葉山の夏みかんを主原料にして作り上げたワインです。凛とした酸

味と、柑橘類特有の爽やかな香りを一度味わってください。販売は１２月中

旬、葉山町酒商組合加盟店で取り扱います。

　７２０�ビン１本　１，０５０円（消費税込み）　　限定　約３，５００本

　予約は１２月１日より下記葉山町酒商組合加盟店で受け付けます。

　発表会は、１２月２３日に葉山しおさい公園で開催します。

葉山町酒商組合加盟店

電話番号店　　　名電話番号店　　　名

８７５－０４１７田 中 屋 酒 店８７５－０１５３岸 名 商 店

８７５－０４７４（有）笠 原 商 店８７５－５１５５もとまちユニオン葉山店

８７５－５２１２リ カ ー ズ か さ は ら８７５－００２２（有)矢 島 商 店

８７５－６０５４荒 井 商 店８７５－１０１８（資）大 門 商 店

８７５－６９３７（有）亀ヶ谷商事滝の坂店８７５－１１３６（有）亀 ヶ 谷 商 事

８５７－０３４５もとまちユニオン湘南国際村店８７５－８１９１京 急 ス ト ア 葉 山 店

８７８－８８５０ファミリーマート葉山町店８７８－７５２８金 井 商 店

８７５－０５３５ローソン葉山堀内店８７８－７２５０ローソン葉山木古庭店

８７６－０３１８スリーエフ葉山長柄店８７５－２２５５八 店 酒 店

８７５－１４１７高 梨 商 店
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